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県
公
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委
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一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
中
「
知
事
が
」
の
下
に
「
別
に
」
を
加
え
、
「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に

改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

二 

議
会
の
所
管
に
属
す
る
自
家
用
電
気
工
作
物 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
十
三
年
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
火
力
設
備
を
有
す
る
」
を
「
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
「
困
難
で

あ
る
」
の
下
に
「
と
保
安
管
理
者
が
認
め
る
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
電
気
工
作
物
」

を
「
自
家
用
電
気
工
作
物
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

８ 

施
設
管
理
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
指
定
し
た
と
き
は
、
指
定
届
出
書
を
保
安

管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

訓
令
第
一
号 

 

埼
玉
県
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
（
昭
和
五
十
年 

 
 

 
 

 
 

 

訓
令
第
一
号
）
の 



 

 
 

工
事
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
指
定
し
た
と
き
は
、
指
定
届
出
書
を
保
安
管

理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
第
七
条
第
一
号
中
「
及
び
保
安
連
絡
者
」
を
「
、
保
安
連
絡
者
又
は
工
事
担
当
者
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
工
事
担
当
者
と
の
」
を
削
る
。 

 

第
十
条
中
「
執
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
と
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
当
該
施
設
管
理
者
」
の
下
に
「
又
は
工
事
管
理
者
（
以
下
「
施
設
管
理

者
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
こ
と
を
」
の
下
に
「
改
善
通
告
書
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
当
該
施
設
管
理
者
又
は
工
事
管
理
者
（
以
下
「
施
設
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
に
」
を
「
当

該
施
設
管
理
者
等
に
改
善
通
告
書
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

３ 

施
設
管
理
者
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
を
受
け
た
と
き
は
、
工
事
計
画
書
に
よ
り

保
安
管
理
者
と
協
議
を
行
い
、
直
ち
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
速
や

か
に
工
事
完
了
報
告
書
に
よ
り
保
安
管
理
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
統
括

主
任
技
術
者
等
が
軽
易
な
措
置
で
足
り
る
と
認
め
る
場
合
は
、
工
事
計
画
書
に
よ
り
協
議
を
行

う
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

第
十
五
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

４ 

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
統
括
主
任
技
術
者
等
は
、
第
一
項
又
は
第
二

項
の
措
置
を
緊
急
に
と
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
軽
易
な
措
置
で
足
り
る
と
認
め

る
と
き
は
、
口
頭
に
よ
り
当
該
施
設
管
理
者
等
に
当
該
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
通
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

５ 

統
括
主
任
技
術
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
る
通
告
（
軽
易
な
措
置
で
足
り
る

と
認
め
て
行
つ
た
通
告
を
除
く
。
）
を
行
つ
た
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
改
善
通
告
書
に
よ
り
当

該
通
告
の
内
容
を
施
設
管
理
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

施
設
管
理
者
等
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
（
軽
易
な
措
置
で
足
り
る
と
認
め
て
行
つ

た
通
告
を
除
く
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
保
安
管
理
者
と
協
議
を
行
い
、
直
ち
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
工
事
完
了
報
告
書
に
よ
り
保
安
管
理
者
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
保
安
管
理
者
は
、
第
三
項
」
に
、
「
記
録
は
、
」
を
「
記

録
を
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
発
電
所
」
を
「
施
設
管
理
者
等
は
、
発
電
所
」
に
、
「
場
合
は
」
を

「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
同
項
第
一
号
中
「
発
電
機
設
備
」
を
「
発
電
機
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
発
電
設
備
の
」
を
「
施
設
管
理
者
等
は
、
発
電
設
備
の
」
に
、
「
場
合
は
」
を
「
場

合
に
は
」
に
、
「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
二
条
中
「
発
電
所
」
を
「
施
設
管
理
者
等
は
、
発
電
所
」
に
、
「
場
合
は
」
を
「
場
合

に
は
」
に
改
め
る
。 
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第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

保
安
管
理
者
は
、
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
統

括
主
任
技
術
者
等
又
は
保
安
検
査
員
を
派
遣
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
関
係
書
類
の
保
存
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
様
式
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
係
る
」
の
下
に
「
保
安
カ
ー
ド
そ
の
他

の
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

施
設
管
理
者
は
、
自
家
用
電
気
工
作
物
に
関
す
る
書
類
を
整
理
し
、
保
存
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
六
条
中
「
施
設
管
理
者
」
を
「
施
設
管
理
者
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
一
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

工
事
担
当
者

 
工
事
担
当
者

 

「 

「 
」 

」 



別表第２（第１３条関係）

制御箱損傷、操作ひも 制御箱損傷、操作ひも 絶縁抵抗測定

切れ、腐食 切れ、腐食、制御箱内 保護継電器の動作試験

電源表示、異常表示、 の配線の緩み 接地抵抗測定

開閉指示及びガス圧低 保護継電器の整定値及 制御装置のコンデンサ

下等の表示 び動作表示の確認、動 容量測定

他物との離隔距離 作試験 耐圧試験

保護継電器との連動に

よる開閉表示の確認

接地線損傷、緩み、外

れ、断線

受と刃の接触、過熱、 受と刃の接触、過熱、 絶縁抵抗測定

変色及び緩み 緩み及び荒れ具合

汚損、異物付着 振れ止め装置の機能 耐圧試験

外観点検、汚損、油漏 各部の損傷、腐食、過 操作機構の各部点検 絶縁抵抗測定

れ、亀裂、過熱、発錆
せい

熱、油量、発錆
せい

、変形 接地抵抗測定

及び損傷 及び緩み 保護継電器連動試験

指示及び点灯 操作具合及び機構

附属装置の状況 絶縁油耐圧試験

油の汚れ

接地線接続部 耐圧試験

遮断速度測定

外観点検、汚損、亀 各部の損傷、腐食、過 操作機構の各部点検 絶縁抵抗測定

裂、過熱、発錆
せい

及び損 熱、発錆
せい

、変形及び緩 接地抵抗測定

傷 み 保護継電器連動試験

１年

１年

１年

５年

５年

１月
又は
２月

１年

１年

2

3

6

3

1 1 1 1

4

2

3 ５年

4

5 不定期5

1 1 1 １年１年

2 2 2 不定期

2 3

2

3 5 不定期

５年4

番号 周期 点 検 箇 所

受

電

設

1 1 1

2

検 査

番号 周期 点 検 箇 所 番号 周期 点 検 箇 所 番号 周期 点 検 箇 所

巡視、点検及び検査の基準
日 常 巡 視 点 検 定 期 巡 視 点 検 精 密 点 検

3

１年保護継電器付

高圧負荷開閉器

4

2

2

1 1 1 1

断 路 器

遮 断 器

（ＯＣＢ）

遮 断 器

（ＶＣＢ）

項 目
対 象

傷 み 保護継電器連動試験

指示及び点灯 操作具合及び機構 真空度測定

附属装置の状況

接地線接続部 耐圧試験

遮断速度測定

外観点検、汚損、亀 各部の損傷、腐食、過 操作機構の各部点検 絶縁抵抗測定

裂、過熱、発錆
せい

及び損 熱、発錆
せい

、変形及び緩 接地抵抗測定

傷 み 保護継電器連動試験

指示及び点灯 操作具合及び機構

ガス圧の点検 附属装置の状況

接地線接続部 耐圧試験

ガス圧の点検 遮断速度測定

外観点検、汚損、亀 各部の損傷、腐食、過 内部の刃の接触、過熱、 絶縁抵抗測定

裂、過熱、発錆
せい

及び損 熱、発錆
せい

、変形及び緩 緩み及び荒れ具合 接地抵抗測定

傷 み 保護継電器連動試験

開閉状態の表示 配線の緩み、接地端子

圧力計の指示 の緩み

ドアーパッキンの効 耐圧試験

果、損傷 遮断速度測定

電磁弁構造部の注油、

調整

2

１年

１年

５年

不定期4

2

3

不定期

不定期

2

2

3

3

5

4

3

１年

１年

4

2

2 2

3

1 1 1 1

5 5

4 4

3

2

5 不定期

6

1 1 1 1

4 ５年

3

3設

備

遮 断 器

（ＧＣＢ）

ガ ス 絶 縁 開 閉 装 置

（ＧＩＳ）



母線の高さ、たるみ、 絶縁抵抗測定

他物との離隔距離、腐

食、損傷及び過熱

クランプ又は接続部の

腐食、損傷、過熱及び 耐圧試験

緩み

碍
がい

子類、支持物の腐食、
損傷、変形及び緩み

本体の外部点検、油漏 各部の損傷、腐食、発 内部の点検（コイル、 絶縁抵抗測定

れ、汚損、振動、音響 錆
せい

、緩み、汚損及び油 接続部、リード線、鉄 接地抵抗測定

及び温度 量 心及びその他各部） 絶縁油耐圧試験

接地線接続部 耐圧試験

外部の損傷、腐食、発 各部の損傷、腐食、接 絶縁抵抗測定

錆
せい

、変形、汚損、温度、 触、発錆
せい

、緩み、汚損、 接地抵抗測定

音響及びヒューズの異 損、亀裂及びヒューズ

常 の異常 耐圧試験

接地線接続部

外部の損傷、亀裂、緩 外部の損傷、亀裂、緩 絶縁抵抗測定

み及び汚損 み、汚損及びコンパウ 接地抵抗測定

ンドの異常

接地線接続部

計器及び表示灯の異常 裏面配線のじんあい、 各部の損傷、過熱、緩 絶縁抵抗測定

操作、切換開閉器等の 汚損、損傷、過熱、緩 み、断線、接触及び 接地抵抗測定

異常 み及び断線 脱落 保護継電器の動作試験

接地線接続部 端子配線符号 シーケンス試験

計器の校正

計器及び表示灯の異常 裏面配線のじんあい、 各部の損傷、過熱、緩 絶縁抵抗測定

５年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年

１年１月
又は
２月

1 1 1 1１年

2 2 4

5 ５年

2 2

3

2

2

1 1 1 1１年受 電 盤

2

1 1 1 １年

3

2 4

不定期

１年

不定期

1 1 1 １年

2

3

１年

2

2

５年

不定期

3

1 1

受

電

設

1 1

1 1

2

避 雷 器

母 線

受 電 用 変 圧 器

計 器 用 変 成 器

監 視 盤 計器及び表示灯の異常 裏面配線のじんあい、 各部の損傷、過熱、緩 絶縁抵抗測定

操作、切換開閉器等の 汚損、損傷、過熱、緩 み、断線、接触及び 接地抵抗測定

異常 み及び断線 脱落 保護継電器の動作試験

接地線接続部 端子配線符号 シーケンス試験

計器の校正

本体外部点検、油漏れ、 各部の損傷及び腐食 絶縁抵抗測定

汚損、音響及び振動 静電容量測定

耐圧試験

漏液及び損傷 架台の腐食、損傷及び 充電装置の内部 比重測定

液量確認 耐酸塗料の剥離 液温測定

総電圧計の指示 床面の腐食及び損傷 各電池の電圧測定

充電装置の動作状況

端子の緩み

電線の高さ及び他の工 電柱、腕金、碍
がい

子、支 絶縁抵抗測定

作物、樹木との離隔距 線、支柱、保護網等の

離 損傷及び腐食 耐圧試験

標識及び保護柵の状況 電線の取付け状況

過熱（ヘッド、接続箱、 ケーブルの腐食、亀裂、 絶縁抵抗測定

分岐箱等の接続部）、 及び損傷 接地抵抗測定

損傷、腐食等 接地線接続部

布設部の無断掘削

標識及び他物との離隔 耐圧試験

距離

１年

１年

１年

１年

3

不定期

3 2

2

2

2

3

１年 1 １年

2

１年

2 不定期

2 2

3 不定期

1 1

3

4

1 1 1１年

2

2

3 不定期

1 1 1 1

5 ５年

1 1 １年 1 １年

3

2 2 4

1 1 1 1

2 2

１年
設

備

監 視 盤

電 力 用 コ ン デ ン サ

蓄 電 池

電 線 及 び 支 持 物

ケ ー ブ ル



受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

受電設備（受電盤）と同 受電設備（受電盤）と同 受電設備（受電盤）と同 受電設備（受電盤）と同

じ。 じ。 じ。 じ。

受電設備（受電用変圧 受電設備（受電用変圧 受電設備（受電用変圧 受電設備（受電用変圧

器）と同じ。 器）と同じ。 器）と同じ。 器）と同じ。

受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

又
音響、回転、過熱、異 音響、振動及び温度 内部点検、回転子軸受 絶縁抵抗測定

臭及び給油状況 各部の汚損、緩み及び け、通風及び附属装置 接地抵抗測定

整流子、刷子及び集電 損傷並びに伝達装置の

環 異常

制御装置点検、接地線 耐圧試験

接続部

温度、変形及び損傷 各部の変形、損傷及び 絶縁抵抗測定

接続部の変色及び過熱 緩み並びに可燃物との 接地抵抗測定

離隔距離 耐圧試験

異音、汚損及び不点灯 照明効果、音響、損傷、 絶縁抵抗測定

温度及びコンパウンド

の油漏れ

開閉器の点検 開閉器、器具の接続 絶縁抵抗測定

１月

２月

又は

配 線 1 １年 1

3 不定期

1 1 １年 1

１年

１年

3 3 不定期

1 1 １年 1 １年

１年

2 2

2

１年

負

荷

設

備

1 1 1 不定期 1

2 2

1 1 1

1

1 1 1

1 1 1 1

1 1

配
電
設
備

（
屋
外
電
線
路
を
含
む

。

）

断 路 器 1 1 1 1

遮 断 器

1 1

開 閉 器 類

配 電 盤

配 電 用 変 圧 器

電 線 及 び 支 持 物

ケ ー ブ ル

回 転 機 器

そ の 他 の 機 器

照 明 設 備

湿気、じんあい等

燃料系統からの漏れ等 機関主要部分の分解 内燃機関の分解

機関の始動及び停止

始動用空気タンクの圧

力

音響、回転、過熱、異 音響、振動及び温度 内部点検、回転子軸受 絶縁抵抗測定

臭、変形及び給油の状 各部の汚損、緩み及び け、通風及び附属装置 接地抵抗測定

況 損傷並びに伝達装置の 保護継電器の動作試験

整流子、刷子、集電環 異常

及び接続部の変色及び 制御装置点検、接地線

過熱 接続部、可燃物との離 耐圧試験

隔距離

受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

燃料系統からの漏れ等 機関主要部分の分解 内燃機関の分解

機関の始動及び停止

始動用空気タンクの圧

力

燃料、潤滑油等の漏れ 燃焼器点検（燃焼器部 高温部分解点検（高温

燃料タンクの油面 の状態） 部の状態）

潤滑油タンクの潤滑油

量

架台、支持金具類の異

常及びボルトナット類

１月

運転時

１年

１月

常
用
発
電
設
備

原
動
機
関
係

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

機
関

自

家

発

電

設

備

内 燃 機 関

ガ ス タ ー ビ ン

（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ、ｶﾞｽ）

（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ、ｶﾞｽ）

3 ３年 ６年

4

休止時

1 1 2000h 1 ８000h

2 又は 又は１日

2 又は 又は

６年

1 1 500h

3

1１年

３年

2 2

3

1 １000h

3000h

2

1 1 1 １年

１月

１月

非
常
用
発
電
設
備

原
動
機
関
係

1 1 500h 1

2

3

発 電 機 関 係

2

3

4

1

不定期

蓄 電 池 1 1 1

内燃機関

ガス

タービン



の緩み等 機器内部点検（圧縮機 オーバーホール（ガス

振動、異音、異臭、過 の状態、タービン翼の タービン本体を全分解

熱、変色、発錆
せい

、損傷 状態、給排気通路部異 し、精密検査）

等の有無 常の有無）

エンジン計器盤のメー

ター

給気フィルター差圧

各部圧力、温度及び油 油の汚れ、劣化 スクリュー圧縮機分解

面 カップリング 点検

配管の漏れ オイルポンプ

油面計の油面 保安装置

振動、異音、異臭、過 駆動器シリンダ部グリ 軸受部開放点検

熱、変色、発錆
せい

、損傷 ース補給

等の有無 リミットスイッチ動作

取付ボルトの緩み 位置

補機盤メーター

計装用 ドレン抜き ベルトの点検、調整 総合分解点検

異音、振動

配管の漏れ

ボルト、ナット、ねじ

類の緩み

純水製造 各部配管の水漏れ 総合システム点検 純水加圧ポンプの分

圧力計、流量計、水質 解点検

計

純水タンク水位

純水生産、流量

自

家

発

電

常

用

発

電

原

動

機

関

係

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

機

関 休止時

3 １月

4

1 １年 1 ３年

2 １日

3 休止時

4 １月

1 運転時

1 １年

2 １日

2 １月

3

1 運転時 1

1 ３年

１日

休止時 2 １年

１月

3 １月 4

1 運転時 1 半年

３年

１日 2

2 休止時 3

１年

6

7

1 運転時 1 1

5 又は 又は

2

３年 ６年

2 4000h １６000h

補 機 類

空気圧縮機

ガス

圧縮機

装置

水噴射装置

純水生産、流量

カートリッジ純水器再

生

ドレン抜き 潤滑油の交換 ピストン、シリンダー

圧力計 ベルトの点検、調整 の分解点検

異音、異常箇所の有無

配管の漏れ

潤滑油の確認、補給

圧力調整弁、圧力開閉

器の作動圧力

安全弁の作動

表示ランプ 盤内、外面の清掃 配電設備と同じ。 絶縁抵抗測定

計器 ねじの緩み

ヒューズ類の点検

盤内取付器具の過熱、

機器損傷の有無 変色、損傷

埃等の侵入 操作、切換開閉器の取

端子台、コネクタ等接 付状態、破損、動作確

続部の緩み 認

操作、切換開閉器の取 自動電圧調整器の外観

付状態、破損、動作 点検、電圧調整範囲の

確認

その他配電設備と同じ。

3 １月

休止時

電

設

備

電

設

備

１月 4

4 5

6

7

6

5

1 1 １年

2 １日 2

１年

3

6

7

1 運転時 1

１月

3 休止時

4 １月

5

運転時 1 半年 1 ４年

2 １日 2

4

5 毎週

1始動用

空気圧縮機

配 電 盤



音響、回転、過熱、異 音響、振動及び温度 内部点検、コイル軸受 絶縁抵抗測定

臭、変形及び給油の状 各部の汚損、緩み及び け、通風及び附属装置 接地抵抗測定

況 損傷並びに伝達装置の 保護継電器の動作試験

軸受、固定子及び接続 異常

部の変色及び過熱 制御装置点検、接地線 内部分解点検 耐圧試験

接続部、可燃物との離 軸受の点検、交換

隔距離

グリースの劣化及び漏

れ

受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

燃料系統からの油漏れ 機関主要部分の分解 内燃機関の分解

及び貯溜

機関の始動及び停止

始動用空気タンクの圧

力

非常用発電設備と同 非常用発電設備と同 非常用発電設備と同 非常用発電設備と同

じ。 じ。 じ。 じ。

受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。 受電設備と同じ。

ブレーキの踏みしろ、 排ガス測定

引きしろ及び利き

タイヤの空気圧、摩耗

及び損傷

エンジンのオイル及び

冷却水の量並びに

ファンベルトの緩み及

１月

3

１年

1

1

2

常

用

発

電

自

家

発

電

蓄 電 池

1

移

動

用

自

家

発

電

設

2

蓄 電 池 1

始業時

1

１日

１日

休止時

１月

1 1

１月

休止時

３年 ６年

1

3

1

2

1 運転時

1 1 500h 1000h

又は 又は

不定期

4

1 1

3

4

休止時 3

１日 2 2

１月

3 2 4年

1 運転時 1 1 １年 1１年

1

1 1

不定期

発 電 機 関 係

原 動 機 関 係

発 電 機 関 係

車 両

（ 発 電 車 ）

（ 燃 料 車 ）

（ 作 業 車 ）

び損傷

燃料の量、エンジンの

かかり具合及び異音

ライト及びウインカー

の点滅、汚れ及び損傷

受光面の汚れ及び損傷 受光面の汚れ及び損傷 絶縁抵抗測定

架台の腐食及びさび 架台の腐食及びさび並 開放電圧測定

配線の損傷及び断線 びに固定部の緩み

配線の損傷及び断線

接地線の緩み

外箱損傷、腐食及びさ 外箱損傷、腐食及びさ 絶縁抵抗測定

び び

配線の損傷及び断線 配線接続部の緩み

配線の損傷及び断線

接地線の緩み

外箱損傷、腐食及びさ 外箱損傷、腐食及びさ 絶縁抵抗測定

び び 保護機能試験

配線の損傷及び断線 配線接続部の緩み

動作時の異音及び異臭 配線の損傷及び断線

接地線の緩み

動作時の異音及び異臭

フィルタの目づまり

表示部の動作確認

１月

2

１年

1

6

１年

1

１年

太

陽

光

発

電

設

備

電

設

備

電

設

備 （架台を含む。）

4

5

7

33

1

2 2

2

4

1 1

１月

１月

3

１年

1

4

１年

2 2 2

1 １年

1

3

備

5

4

3

中 継 端 子 箱

アレイ出力

開閉器

太陽電池アレイ

イ ン バ ー タ 1

2



系統連系 外箱損傷、腐食及びさ 外箱損傷、腐食及びさ 絶縁抵抗測定

び び 保護継電器試験

配線の損傷及び断線 配線接続部の緩み 投入ロック試験

配線の損傷及び断線

接地線の緩み

接地抵抗測定

ブレードの損傷、脱落 ブレードの破損、損傷、 尾翼ダンパー点検、交

運転時の異音 汚損、脱落等 換

取付ボルトの緩み

ブレード及び回転部の ブレード点検、交換

異音

損傷、腐食及びさび 破損、損傷、汚損、腐

食等

ステップボルトの腐

食、脱落等

点検口等蓋のパッキン

損傷、亀裂の有無

ウィンチの腐食、損傷、

脱落等

ウィンチ異音

ウィンチ取付ボルトの

緩み

ウィンチワイヤーロー

プの腐食、損傷等

損傷、腐食及びさび 破損、損傷、汚損、腐

異音の有無 食等の確認

配線接続部の緩み

１年

自

家

発

電

設

常

用

発

電

設

風

力

発

電

太
陽
光

発
電
設
備

1 1 １年

2

2

2

3

7

1 １月

4

5

6

1

2

2

１年

４年3

1 １月 1 １年

4

1 １年

1 １月 1 １年

3

3

1

2

2

１月

保護装置

1 ２年

風 速 計

風 車

2

タ ワ ー

接 地 設 備

2

配線接続部の緩み

配線の損傷及び断線

接地線の緩み

取付ボルトの緩み

異音の有無

異音の有無 破損、損傷、汚損、腐 ブラシ点検、交換 絶縁抵抗測定

食等

配線接続部の緩み

配線の損傷及び断線

接地線の緩み オーバーホール

取付ボルトの緩み

異音、振動等

太陽光発電設備と同じ。 太陽光発電設備と同じ。 太陽光発電設備と同じ。

太陽光発電設備と同じ。 太陽光発電設備と同じ。 太陽光発電設備と同じ。

太陽光発電設備と同じ。

備考 １ 受電設備、配電設備及び負荷設備の日常巡視点検の周期は、次の区分による。

（１） 特別高圧受電設備、設備容量が５００ｋＶＡ以上の施設、保安代務者が選任されている施設、自家発電設備及び保安管理者が別に指定する施設 １月

（２） （１）以外のもの ２月

２ 点検又は検査の周期が「不定期」とあるものの実施時期は、次のとおりとする。

（１） 点検又は検査の結果、異常が認められたとき

（２） 統括主任技術者等が必要と認めるとき

設

備

設

備

設

備

1

1

系統連系 1

5

6

イ ン バ ー タ 1 1

接 地 設 備

１年

2

4

１年

2 ８年

1 ４年 1

2

4

5

6

1

1 1

1 １月

保護装置

3

3

発 電 機



 

別表第３（第２４条関係）  

 

記録に関する書類の種別及び保存期間  

 

種       別  保 存 期 間  

保 安 カ ー ド 施設の廃止まで  

定 期 巡 視 点 検 記 録 ３   年  

検 査 試 験 記 録 ３   年  

事 故 記 録 ３   年  

補 修 工 事 記 録 ３   年  

主 要 機 器 一 覧 表 施設の廃止まで  

日 常 巡 視 点 検 記 録 ３   年  

内 燃 機 関 始 動 試 験 記 録 施設の廃止まで  

蓄 電 池 点 検 記 録 ３   年  

電 力 需 給 日 誌 ３   年  

発 電 日 誌 ３   年  

 

 



 

 

第
一
号
様
式
か
ら
第
十
二
号
様
式
ま
で
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
以
後
に
行
う
通
告
に
つ
い
て
適
用

す
る
。 

３ 

こ
の
訓
令
の
施
行
前
に
作
成
さ
れ
た
改
正
前
の
埼
玉
県
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
に
定

め
る
様
式
に
よ
る
記
録
に
関
す
る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
に
関
す
る
書
類
に
相
当
す
る
書
類
と
み
な
す
。 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.s

aitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

（
変
更
前
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
る
か 

（
変
更
後
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
い 

三 

代
表
者
の
氏
名 

齋
藤 

ま
ゆ
み 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
大
字
小
針
新
宿
三
百
六
十
三
番
地 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
及
び
高
齢
者
に
対
し
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め

に
必
要
な
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
及
び
介
護
に
関
す
る
啓
発
活
動
並
び
に
教
育
研
修
事

業
を
行
い
、
人
に
優
し
い
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
で
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号



告

示

小
川
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ
た

成

果

の

調
査
を
行
っ
た

認

証

た
者
の
名
称

時

期

名

称

地

区

年

月

日

小

川

町

平
成
二
十
三
年
度

地
籍
図

九
十
枚

腰
越
六
（
大
字
腰

平
成
二
十
五
年

平
成
二
十
四
年
度

地
籍
簿

一
冊

越
の
一
部
）

三
月
十
一
日

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
朝
霞
市
か
ら
朝
霞
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
ふ
じ
み
野
市
か
ら
富
士
見
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受

け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号



告 
 

示 

  
ふ
る
さ
と
埼
玉
の
緑
を
守
り
育
て
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
第
七
条
第 

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地
と
し
て
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地
の
名
称
及
び
区
域 

 

吉
見
町
和
名
沼
ふ
る
さ
と
の

緑
の
景
観
地 

名 
 

称 

吉
見
町
大
字
北
吉
見
字
四
十
九
耕
地 

 

三
〇
一
九
番 

吉
見
町
大
字
久
米
田
字
六
ノ
耕
地 

 

八
九
四
番
、
八
九
五
番
一
、
八
九
五
番
二
、
一
一
八 

 

二
番
一
、
一
一
八
二
番
二 

吉
見
町
大
字
久
米
田
字
八
ノ
耕
地 

 

一
一
八
九
番 

区 
 

 
 

 

域 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号



告 
 

示 

  
ふ
る
さ
と
埼
玉
の
緑
を
守
り
育
て
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
第
七
条
第 

七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地
の
区
域
を
縮
小
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地
の
名
称
及
び
除
外
す
る
区
域 

 

上
尾
市
原
市
ふ
る
さ
と
の
緑

の
景
観
地 名 

 

称 

上
尾
市
大
字
原
市
字
拾
五
番
耕
地 

 

三
一
七
九
番
二
、
三
一
七
九
番
三 

区 
 

 
 

 

域 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
号



告 
 

示 

 
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
埼
玉
県
立
嵐
山
郷
条
例
別
表
第
二
の
知
事
が
別

に
定
め
る
額
の
制
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

表
三
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号



告 
 

示 

  
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
医
師
を
指
定
し
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十

九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

                           

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号



菅
野 

百
合 

上
村 

孝
臣 

畑
中 

章
生 

坂
本 

恵 

竹
内 

裕
貴 

湯
原 

幹
夫 

青
笹 

季
文 

医
師
の
氏
名 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機

能
障
害
、
音
声
・
言

語
機
能
障
害
、
そ
し

ゃ
く
機
能
障
害 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機

能
障
害
、
音
声
・
言

語
機
能
障
害
、
そ
し

ゃ
く
機
能
障
害 

視
覚
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

指
定
障
害
区
分 

形
成
外
科 

脳
神
経
外
科 

頭
頸
部
外
科
、
耳
鼻

咽
喉
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

眼
科 

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

内
科 

外
科 

診
療
科
名 

埼
玉
成
恵
会
病
院 

埼
玉
医
療
生
活
協
同
組
合
羽
生
ク

リ
ニ
ッ
ク 

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
狭
山

病
院 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会
新
座
志

木
中
央
総
合
病
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中
央

総
合
病
院 

防
衛
医
科
大
学
校
病
院 

医
療
機
関
の
名
称 

東
松
山
市
石
橋
一
七
二
一 

羽
生
市
上
岩
瀬
六
六
〇 

北
足
立
郡
伊
奈
町
小
室
八
一
八 

狭
山
市
鵜
ノ
木
一
―
三
十
三 

新
座
市
東
北
一
―
七
―
二 

戸
田
市
本
町
一
―
一
九
―
三 

所
沢
市
並
木
三
―
二 

医
療
機
関
の
所
在
地 

同 同 同 同 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日 

指
定
年
月
日 



桑
原 

三
郎 

矢
作 

隆
幸 

八
木 

司 

中
川 

幸
紀 

久
保 

一
郎 

元
倉 

福
雄 

望
月 

温
子 

新
美 

紀
雄 

滝
川 

知
司 

 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

内
科
、
透
析
科 

循
環
器
科
、
集
中
治
療

科 循
環
器
科 

内
科
、
循
環
器
内
科 

循
環
器
内
科 

内
科 

神
経
内
科 

内
科 

脳
神
経
外
科 

上
福
岡
総
合
病
院 

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

医
療
法
人
中
川
医
院 

医
療
法
人
社
団
愛
友
会
上
尾
中
央

総
合
病
院 

医
療
法
人
財
団
東
京
勤
労
者
医
療

会
み
さ
と
協
立
病
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中
央

総
合
病
院 

埼
玉
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院 

医
療
法
人
光
仁
会
春
日
部
厚
生
病

院 

ふ
じ
み
野
市
福
岡
九
三
一 

川
口
市
西
新
井
宿
一
八
〇 

川
口
市
西
新
井
宿
一
八
〇 

東
松
山
市
柏
崎
七
〇
三
―
四 

上
尾
市
柏
座
一
―
一
〇
―
一
〇 

三
郷
市
田
中
新
田
二
七
三
―
一 

戸
田
市
本
町
一
―
一
九
―
三 

入
間
郡
三
芳
町
上
富
二
一
七
七 

春
日
部
市
緑
町
六
―
一
一
―
四
八 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 

 



 

赤
井 

崇 

原
澤 

慶
次 

中
野 

哲
宏 

駒
形 

浩
史 

木
下 

潤
一 

青
栁 

佳
樹 

藤
本 

浩
明 

藤
村 

敬 

瀬
戸
口 

誠 

須
田 

伸 

 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

 

外
科 

呼
吸
器
科 

呼
吸
器
外
科 

内
科 

呼
吸
器
外
科 

呼
吸
器
内
科 

泌
尿
器
科 

泌
尿
器
科 

泌
尿
器
科 

腎
臓
内
科 

 

埼
玉
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
熊
谷
総
合
病
院 

埼
玉
協
同
病
院 

医
療
法
人
良
仁
会
桜
ケ
丘
病
院 

医
療
法
人
財
団
健
和
会
み
さ
と
健

和
病
院 

春
日
部
市
立
病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
狭
山

病
院 

医
療
法
人
一
心
会
伊
奈
病
院 

医
療
法
人
台
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中
央

総
合
病
院 

草
加
市
立
病
院 

 
熊
谷
市
中
西
四
―
五
―
一 

川
口
市
木
曽
呂
一
三
一
七 

深
谷
市
上
野
台
四
七
七 

三
郷
市
鷹
野
四
―
四
九
四
―
一 

春
日
部
市
中
央
七
―
二
―
一 

狭
山
市
鵜
ノ
木
一
―
三
三 

北
足
立
郡
伊
奈
町
小
室
九
四
一
九 

深
谷
市
萱
場
三
〇
二
―
一 

戸
田
市
本
町
一
―
一
九
―
三 

草
加
市
草
加
二
―
二
一
―
一 

   同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 

 



 

松
下 

典
正 

平
山 

信
男 

田
代 

浄 

志
村 

国
彦 

久
保 

周 

鈴
木 

隆
大 

小
林 

義
輝 

小
林 

裕 

神
山 
陽
一 

 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

機
能
障
害 

 

消
化
器
科 

外
科 

外
科 

外
科 

外
科 

泌
尿
器
科 

内
科 

泌
尿
器
科 

消
化
器
外
科 

 

上
福
岡
総
合
病
院 

埼
玉
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
熊
谷
総
合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ

ー 社
会
医
療
法
人
ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
東
埼
玉
総
合

病
院 

医
療
法
人
財
団
健
和
会
み
さ
と
健

和
病
院 

医
療
法
人
財
団
聖
蹟
会
埼
玉
県
央

病
院 

医
療
法
人
青
木
会
青
木
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク 

埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院 

埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー 

 

ふ
じ
み
野
市
福
岡
九
三
一 

熊
谷
市
中
西
四
―
五
―
一 

日
高
市
山
根
一
三
九
七
―
一 

幸
手
市
吉
野
五
一
七
―
五 

三
郷
市
鷹
野
四
―
四
九
四
―
一 

桶
川
市
坂
田
一
七
二
六 

川
口
市
柳
崎
三
―
七
―
二
四 

久
喜
市
小
右
衛
門
七
一
四
―
六 

熊
谷
市
板
井
一
六
九
六 

   同 同 同 同 同 同 同 同 同 

 



     

松
下 

典
正 

平
山 

信
男 

久
保 

周 

河
北 

英
明 

赤
井 
崇 

     

小
腸
機
能
障
害 

小
腸
機
能
障
害 

小
腸
機
能
障
害 

小
腸
機
能
障
害 

小
腸
機
能
障
害 

     

消
化
器
科 

外
科 

外
科 

消
化
器
外
科 

外
科 

     
上
福
岡
総
合
病
院 

埼
玉
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
熊
谷
総
合
病
院 

医
療
法
人
財
団
健
和
会
み
さ
と
健

和
病
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中
央

総
合
病
院 

埼
玉
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
熊
谷
総
合
病
院 

     

ふ
じ
み
野
市
福
岡
九
三
一 

熊
谷
市
中
西
四
―
五
―
一 

三
郷
市
鷹
野
四
―
四
九
四
―
一 

戸
田
市
本
町
一
―
一
九
―
三 

熊
谷
市
中
西
四
―
五
―
一 

       同 同 同 同 同 

 



告 
 

示 

  
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第

三
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

                           

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号



小
菅 

誠 

野
本 

和
幹 

綾
木 

雅
彦 

馬
場 

裕
之 

込
田 

英
夫 

阿
部 

良
行 

佐
藤 

通
夫 

廣
瀬 

友
信 

平
井 

久
順 

初
野 

克
彦 

清
水 

金
郎 

医
師
の
氏
名 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

心
臓
機
能
障
害 

視
覚
障
害 

肝
臓
機
能
障
害 

肝
臓
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

視
覚
障
害 

指
定
障
害
区
分 

春
日
部
中
央
総
合
病
院 

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院 

秀
和
綜
合
病
院 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
西
埼
玉
中
央
病

院 医
療
法
人
永
仁
会
入
間
ハ
ー
ト
病
院 

医
療
法
人
社
団
顕
心
会
伊
奈
中
央
病
院 

医
療
法
人
三
愛
会
三
愛
会
総
合
病
院 

戸
ヶ
崎
整
形
外
科
・
歯
科 

初
野
医
院 

清
水
眼
科
医
院 医

療
機
関
の
名
称 

春
日
部
市
緑
町
五
―
九
―
四 

川
口
市
大
字
西
新
井
宿
一
八
〇 

和
光
市
諏
訪
二
―
一 

春
日
部
市
谷
原
新
田
一
二
〇
〇 

所
沢
市
若
狭
二
―
一
六
七
一 

入
間
市
小
谷
田
一
二
五
八
―
一 

北
足
立
郡
伊
奈
町
寿
四
―
四
三 

三
郷
市
彦
成
三
―
七
―
一
七 

三
郷
市
戸
ヶ
崎
二
―
二
五
六 

入
間
郡
毛
呂
山
町
長
瀬
七
一
八 

草
加
市
谷
塚
一
―
九
―
一 

医
療
機
関
の
所
在
地 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日 

平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日 

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日 

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日 

平
成
二
十
四
年
一
月
四
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日 

平
成
二
十
年
九
月
二
十
二
日 

平
成
十
三
年
九
月
十
七
日 

辞
退
年
月
日 



吉
田 

基
巳 

久
保 

浩
一 

吉
丸 

公
子 

日
野 

太
郎 

大
久
保 

嘉
明 

鈴
木 

啓
子 

山
内 

泰
介 

水
間 

正
冬 

垣 

伸
明 

松
岡 

栄
治
郎 

大
澤 
勲 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

音
声
・
言
語
機
能
障
害
、

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

音
声
・
言
語
機
能
障
害
、

そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
、
肢

体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

肢
体
不
自
由
、
肝
臓
機
能

障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

医
療
法
人
三
愛
会
三
愛
会
総
合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

病
院 

大
久
保
医
院 

み
ず
ほ
台
サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク 

山
内
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
梅
原
病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
狭
山
病
院 

医
療
法
人
光
仁
会
春
日
部
厚
生
病
院 

医
療
法
人
社
団
嬉
泉
会
春
日
部
嬉
泉
病
院 

三
郷
市
彦
成
三
―
七
―
一
七 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷
三
八 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷
三
八 

所
沢
市
並
木
四
―
一 

北
本
市
山
中
一
―
五
二 

富
士
見
市
西
み
ず
ほ
台
一
―
一
―
一 

川
口
市
北
原
台
一
―
一
〇
―
七 

春
日
部
市
小
渕
四
五
五
―
一 

狭
山
市
鵜
ノ
木
一
―
三
三 

春
日
部
市
緑
町
六
―
一
一
―
四
八 

春
日
部
市
中
央
一
―
五
三
―
一
六 

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
九
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
七
日 

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 



 

入
野 

誠
郎 

古
敷
谷 

収 

宮
之
原 

啓 

村
川 

美
也
子 

佐
野 

智
彦 

市
田 

崇 

木
村 

康
志 

塚
本 

雄
介 

高
橋 

尚
子 

眞
田 
竹
生 

 

音
声
・
言
語
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肝
臓
機
能
障
害 

肝
臓
機
能
障
害 

肝
臓
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害
、
じ
ん
臓

機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

 

日
の
出
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

小
手
指
医
院 

宮
之
原
整
形
外
科
医
院 

秀
和
綜
合
病
院 

秀
和
綜
合
病
院 

秀
和
綜
合
病
院 

秀
和
綜
合
病
院 

秀
和
綜
合
病
院
附
属
秀
和
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク 

高
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
真
生
会
真
田
医
院 

 

坂
戸
市
日
の
出
町
一
五
―
一 

所
沢
市
北
野
新
町
一
―
九
―
七 

上
尾
市
原
市
三
二
五
―
六 

春
日
部
市
谷
原
新
田
一
二
〇
〇 

春
日
部
市
谷
原
新
田
一
二
〇
〇 

春
日
部
市
谷
原
新
田
一
二
〇
〇 

春
日
部
市
谷
原
新
田
一
二
〇
〇 

春
日
部
市
上
大
増
新
田
一
〇
―
一 

久
喜
市
南
一
―
九
―
三 

比
企
郡
小
川
町
み
ど
り
が
丘
二
―
二
―

二 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
七
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日 

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日 

 



告 
 

示 

  
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
と
し
て
平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日
に
認
定
し
、

そ
の
有
効
期
限
を
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

医
療
法
人
千
葉
外
科
内
科
病

院 医
療
法
人
厚
和
会
河
合
病
院 

 

医
療
法
人
健
寿
会
北
條
胃
腸

科
外
科 

三
浦
病
院 

 

医
療
法
人
実
幸
会
栗
原
医
院 

 

医
療
法
人
社
団
全
仁
会
越
谷

北
病
院 

医
療
法
人
道
心
会
埼
玉
東
部

循
環
器
病
院 

医
療
法
人
三
愛
会
三
愛
会
総

合
病
院 

高
梨
医
院 

 

医
療
法
人
社
団
関
心
会
関
本

記
念
病
院 

医
療
法
人
慈
桜
会
瀬
戸
病
院 

医
療
法
人
社
団
清
心
会
至
聖

病
院 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
口
市
原
町
四
番
四
十
一
号 

 

埼
玉
県
川
口
市
領
家
三
丁
目
六
番
七

号 埼
玉
県
川
口
市
川
口
六
丁
目
九
番
四

十
八
号 

埼
玉
県
富
士
見
市
下
南
畑
三
千
百
六

十
六
番
地
一 

埼
玉
県
富
士
見
市
羽
沢
一
丁
目
三
十

三
番
地
二
十
八
号 

埼
玉
県
越
谷
市
千
間
台
西
二
丁
目
四

番
地
六 

埼
玉
県
越
谷
市
大
沢
三
千
百
八
十
七

番
地
一 

埼
玉
県
三
郷
市
彦
成
三
丁
目
七
番
十

七
号 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
一

丁
目
八
番
十
号 

川
越
市
中
台
一
丁
目
八
番
地
六 

 

埼
玉
県
所
沢
市
金
山
町
八
番
六
号 

埼
玉
県
狭
山
市
下
奥
富
千
二
百
二
十

一
番
地 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
八

年
三
月
十
日 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

同
右 

 

有
効
期
限 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号



   

医
療
法
人
社
団
輔
正
会
岡
村

記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
一
心
会
蓮
田
一
心

会
病
院 

秋
谷
病
院 

 

あ
ね
と
す
病
院 

 

本
庄
総
合
病
院 

 

埼
玉
医
療
生
活
協
同
組
合
皆

野
病
院 

埼
玉
県
日
高
市
栗
坪
二
百
三
十
番
地

一 埼
玉
県
蓮
田
市
本
町
三
番
十
七
号 

 

埼
玉
県
幸
手
市
中
四
丁
目
十
四
番
四

十
一
号 

埼
玉
県
深
谷
市
人
見
千
九
百
七
十
五

番
地 

埼
玉
県
本
庄
市
大
字
北
堀
千
七
百
八

十
番
地 

埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
二

千
三
十
一
番
地
一 

平
成
二
十
八

年
三
月
十
日 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 

同
右 



告 
 

示 

  
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
は
、
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
撤
回
さ
れ
た
た

め
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
撤
回
日
を
も
っ
て
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚

生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
で
な
く
な
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム

ス
三
芳
総
合
病
院 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病 

院 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
二
百
六

十
六
番
一 

  
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平
成
二
十
五

年
二
月
二
十

八
日 

 

撤
回
日 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
カ
ス
ミ
川
口
南
前
川
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
南
前
川
一
丁
目
二
千
六
百
十
番
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

小
濵
裕
正 

 
 

 
 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
カ
ス
ミ 

代
表
取
締
役 

小
濵
裕
正 

 
 

 
 

茨
城
県
つ
く
ば
市
西
大
橋
五
百
九
十
九
番
地
一 

 
 

 
 

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

疋
田
耕
造 

 
 

 
 

大
阪
府
堺
市
西
区
鳳
東
町
四
丁
四
百
一
番
地
一 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
六
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

五
千
百
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
七
六
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
五
二
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

一
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

五
八
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号



 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 
 

株
式
会
社
カ
ス
ミ 

午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 
 

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

駐
車
場
①
、
駐
車
場
② 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分 

 
 

 
 

駐
車
場
③ 
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 
位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
①
、
荷
さ
ば
き
施
設
② 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
③ 

午
前
三
時
か
ら
午
前
六
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

入
間
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
狭
山
市
中
央
二
―
一
―
一 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
十
時
（
年
間
六
十
日
間
午
前
九
時
）
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
第
一
駐
車
場 

午
前
九
時
（
年
間
六
十
日
間
午
前
八
時
）
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十
分 

但
し
、
一
部
は
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
駐
車
場 

午
前
九
時
（
年
間
六
十
日
間
午
前
八
時
）
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十
分 

 
 

 

（
変
更
後
）
第
一
駐
車
場 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分 

但
し
、
一
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
駐
車
場 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
九
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
三
月
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号



 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

中
島
用
悪
水
路
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 
名 

 
 

 
 

住 
 

 
 

 

所 
 

 

 

理
事 

 

濵 

田 

常 

一 
 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
惣
新
田
三
千
百
四
十
二
番
地
二 

 
 埼

玉
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
本
庄
市
長
吉
田
信
解
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

本
庄
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
一
・
二
級
基
準
点
測
量
（
座
標
補
正
）
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

本
庄
市
（
旧
本
庄
市
全
域
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
十
七
号
で
公
示
し
た
基
本
測
量
（
地
理
識
別
子
整
備
業
務
）

は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
四
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
）

は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
長
清

水
勇
人
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
一
号



告 
 

示 

  
川
越
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号



告 
 

示 

 
草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
三
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
募
に
よ
る
抽
選
の
方
法
に
よ
る

保
留
地
の
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

保
留
地
の
位
置
、
地
積
及
び
予
定
価
格 

 

イ 

保
留
地
番
号
五
十
七 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
二
街
区
四
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
五
十
四
番
外
） 

 
 

⑵ 

地
積 

 
 

 
 

百
六
十
六
・
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
三
百
五
十
七
万
二
千
円 

 

ロ 

保
留
地
番
号
五
十
八 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
二
街
区
九
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
五
十
四
番
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
九
十
八
・
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
二
百
六
十
七
万
八
千
二
十
円 

 
 

ハ 

保
留
地
番
号
四
十
二 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
四
街
区
一
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
六
十
四
番
三
） 

⑵ 

地
積 

 
 

二
百
六
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
八
百
九
十
二
万
千
二
百
円 

 

ニ 

保
留
地
番
号
七
十
三 

 
 

⑴ 

位
置 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
号



 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
四
街
区
二
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
六
十
四
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
六
十
六
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
百
七
十
五
万
千
二
百
四
十
円 

 

ホ 

保
留
地
番
号
七
十
四 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
四
街
区
三
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
六
十
四
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

二
百
十
一
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

三
千
六
万
千
四
百
円 

 

ヘ 

保
留
地
番
号
七
十
五 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
四
街
区
七
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
六
十
七
番
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

四
百
七
十
七
・
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

五
千
九
百
六
十
六
万
五
千
円 

 

ト 

保
留
地
番
号
七
十
六 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
五
街
区
二
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

五
百
九
十
九
番
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

千
百
六
・
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

一
億
三
千
二
百
七
十
五
万
六
千
円 

 

チ 

保
留
地
番
号
五
十
九 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
七
街
区
一
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

六
百
四
番
） 



⑵ 

地
積 

 
 

二
百
四
十
四
・
六
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

三
千
四
百
一
万
五
百
二
十
円 

リ 

保
留
地
番
号
九
十
五 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
十
七
街
区
六
画
地
（
八
潮
市
大
字
大
原

六
百
七
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

二
百
八
十
七
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

四
千
二
百
五
十
七
万
九
千
六
百
円 

ヌ 

保
留
地
番
号
六
十 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
二
十
一
街
区
二
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

原
六
百
九
番
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

五
百
三
十
九
・
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

七
千
十
二
万
九
千
八
百
円 

ル 

保
留
地
番
号
七
十
七 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
二
十
二
街
区
四
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

原
六
百
三
十
八
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

三
百
三
十
三
・
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

四
千
五
百
三
十
六
万
二
千
八
百
円 

ヲ 

保
留
地
番
号
七
十
八 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
二
十
二
街
区
五
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

原
六
百
三
十
七
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

四
百
九
十
二
・
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 



⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

六
千
四
百
三
万
八
千
円 

ワ 

保
留
地
番
号
八
十
九 

 
 

⑴ 
位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
二
十
二
街
区
六
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

原
六
百
七
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

六
百
二
十
九
・
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

八
千
百
七
十
八
万
四
百
円 

 

カ 

保
留
地
番
号
九
十
七 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
二
十
三
街
区
六
画
地
（
八
潮
市
大
字
大

原
六
百
四
十
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

千
五
十
七
・
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

一
億
三
百
六
十
一
万
二
千
四
百
六
十
円 

 

ヨ 

保
留
地
番
号
九
十
二 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
六
十
街
区
十
一
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

五
百
二
十
八
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

八
百
四
十
四
・
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

九
千
四
百
五
十
六
万
千
六
百
円 

タ 

保
留
地
番
号
六
十
二 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
七
十
六
街
区
一
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

四
百
八
十
番
五
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
八
十
六
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

三
千
二
十
三
万
七
千
三
百
円 



レ 

保
留
地
番
号
六
十
四 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
七
十
六
街
区
三
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

四
百
七
十
九
番
三
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
八
十
五
・
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
七
百
九
十
九
万
八
千
四
百
二
十
円 

 

ソ 

保
留
地
番
号
八
十
七 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
七
十
六
街
区
十
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

四
百
二
十
七
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
四
十
四
・
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
百
三
十
八
万
千
五
百
六
十
円 

 
 

ツ 

保
留
地
番
号
五
十 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
百
十
八
街
区
九
画
地
（
八
潮
市
大
字
垳

百
六
十
二
番
一
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

百
四
十
九
・
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

二
千
三
百
四
十
六
万
五
百
十
円 

 

ネ 

保
留
地
番
号
百
五 

 
 

⑴ 

位
置 

 
 

 
 

八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
百
二
十
二
街
区
十
一
画
地
（
八
潮
市
大

字
垳
百
六
十
番
二
外
） 

⑵ 

地
積 

 
 

二
百
五
十
一
・
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

⑶ 

予
定
価
格 

 
 

 
 

四
千
六
十
八
万
千
四
百
四
十
円 

 
 二 

抽
選
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 



 
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
抽
選
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
イ 

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
並
び
に
未
成
年
者 

ロ 

抽
選
の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者 

ハ 
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五

号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者 

ニ 

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者 

⑴ 

契
約
者
が
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
者 

⑵ 

正
当
な
理
由
が
な
く
て
契
約
を
履
行
し
な
か
っ
た
者 

⑶ 

⑴
又
は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
を

契
約
の
履
行
に
当
た
り
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て
使
用
し
た
者 

ホ 

都
道
府
県
税
（
都
道
府
県
民
税
、
法
人
都
道
府
県
民
税
、
個
人
事
業
税
又
は
法
人
事
業
税
）

の
滞
納
が
あ
る
者 

ヘ 

草
加
都
市
計
画
事
業
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
保
留
地
処
分
規
程
で

定
め
る
方
法
に
よ
り
契
約
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
者 

ト 

契
約
者
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成

二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
暴
力
団
関
係
者
と
認
め

ら
れ
る
者 

三 

抽
選
参
加
申
込
み
受
付
の
期
間
及
び
場
所 

 

イ 

期
間 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日
（
火
）
か
ら
同
年
五
月
八
日
（
水
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
。
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

ロ 

場
所 

 
 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
中
馬
場
五
十
二
番
地
二 

埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所 

四 

抽
選
の
日
時
及
び
場
所 

イ 

日
時 

 
 

平
成
二
十
五
年
五
月
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分 

ロ 

場
所 

 
 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
中
馬
場
五
十
二
番
地
二 

埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所 

五 

そ
の
他 

 

イ 

抽
選
参
加
要
領
及
び
抽
選
参
加
申
込
書
は
、
埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
に
お
い
て

配
布
す
る
。 



 
 

 

な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る
者
は
、
同
事
務
所
に
電
話
で
請
求
す
る
こ
と
。 

ロ 

抽
選
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
（
電
話
〇
四
八
―
九
九
八

―
四
五
四
五
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 



告 
 

示 

  
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号
（
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
禁
止
地
域

等
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

第
一
号
ロ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

(33) 

一
般
国
道
十
七
号
の
う
ち
、
主
要
県
道
川
越
栗
橋
線
と
の
交
点
か
ら
桶
川
市
道
六
十
五

号
線
と
の
交
点
ま
で
の
区
間
及
び
当
該
区
間
の
路
端
か
ら
両
側
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区

域 

 
 

(34) 

坂
戸
市
道
第
六
千
二
百
七
十
二
号
路
線
の
全
区
間
及
び
当
該
区
間
の
路
端
か
ら
西
側
五

十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
、
坂
戸
市
道
第
六
千
二
百
七
十
二
号
路
線
の
う
ち
坂
戸
市
道
第

六
千
一
号
路
線
の
交
点
か
ら
坂
戸
市
道
第
六
千
九
百
十
九
号
路
線
の
交
点
ま
で
の
区
間
の

路
端
か
ら
東
側
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
、
坂
戸
市
道
第
六
千
七
百
六
十
一
号
路
線
の

う
ち
坂
戸
市
道
第
六
千
九
百
十
九
号
路
線
の
交
点
か
ら
坂
戸
市
道
第
六
千
一
号
路
線
の
交

点
ま
で
の
区
間
及
び
当
該
区
間
の
路
端
か
ら
両
側
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
並
び
に
坂

戸
市
道
第
六
千
九
百
十
九
号
路
線
の
全
区
間
及
び
当
該
区
間
の
路
端
か
ら
南
側
五
十
メ
ー

ト
ル
以
内
の
区
域 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
長 

原 
 

 

正 

明 

 
 



          

    

百
二
十
二
号 

 

路 

線 

名 

 

川
口
市
坂
下
町
一
丁
目
七
三
七
番
六
地
先
か
ら 

 

同
市
坂
下
町
一
丁
目
八
七
九
番
四
地
先
ま
で 

 
 

供
用
開
始
の
区
間 

  

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
三
日
付
埼
玉
県
さ
い
た

ま
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号
で
区
域
変

更
し
た
部
分
の
一
部
の
供
用
開
始 

 
 

備 
 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

酒 

巻 

和 

彦 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

藤
倉
吉
田
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新
Ｂ 

旧
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
藤
倉
字
東
山
一

一
七
二
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町

藤
倉
字
東
山
一
一
一
〇
番
一
地
先

ま
で 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
藤
倉
字
東
山
一

一
七
五
番
地
先
か
ら
同
郡
同
町
藤

倉
字
東
山
一
一
一
七
番
一
地
先
ま

で 

区 
 
 
 

間 

   
 
 

 

一
二
・
〇
〇
～ 

 
 
 

六
〇
・
八
七 

  
 
 

 
 

三
・
二
〇
～ 

 
 
 

一
〇
・
七
三 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

   
 

二
二
一
・
九
三 

  
 

一
五
〇
・
九
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

旧
Ａ
を
小
鹿
野
町
に
引

き
継
ぐ
。 

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

野 

康 

夫 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

行
田
蓮
田
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 

別 

行
田
市
大
字
埼
玉
字
百
塚
通 
四
九
七
四
番
三
地
先
か
ら 

 

行
田
市
大
字
埼
玉
字
百
塚
通 

四
九
七
四
番
六
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

八
・
七
七
～ 

 
 
 
 

一
〇
・
四
九 

七
・
四
五
～ 

 

九
・
一
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

二
一
・
八
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

地
方
特
定
道
路
（
交
通 

安
全
）
整
備
工
事 

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

野 

康 

夫 
 

 



 

   
 

行
田
蓮
田
線 

  

路 

線 

名 

行
田
市
大
字
埼
玉
字
百
塚
通 

四
九
七
四
番
三
地
先
か
ら 

 

行
田
市
大
字
埼
玉
字
百
塚
通 
四
九
七
四
番
六
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

供
用
開
始
の
期
日 

地
方
特
定
道
路
（
交
通
安
全
）
整
備

工
事
に
よ
る
。 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
付
け

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

告
示
第
五
号
で
告
示
し
た
道
路
区

域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
二
一
・
八
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 

考 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

野 

康 

夫 
 

 



 

   

百
二
十
五
号 

  

路 
 

線 
 

名 

加
須
市
北
小
浜
字
堂
前 

一
二
六
番
一
地
先
か
ら 

 

同
市
上
三
俣
字
中
野
島 

五
九
六
番
一
地
先
ま
で 

 
供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

道
路
改
築
（
道
路
改
良
・
舗
装
新
設
）

工
事
に
よ
る
。 

平
成
八
年
四
月
三
十
日
付
け
埼
玉
県

告
示
第
七
百
六
十
七
号
で
告
示
し
た

道
路
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
二
八
〇
・
五
〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
九
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
○
一
○
一
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
○
一
二
五
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
月
輪
字
西
荒
井
七
二
○
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

東
京
都
港
区
六
本
木
七
丁
目
一
七
番
一
二
―
５
０
４
号 

 
 

株
式
会
社
リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ス 

代
表
取
締
役 

堀
越 

ム
ツ
子 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
三
〇
一
三
八
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
〇
一
二
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
角
泉
字
鶴
舞
一
〇
〇
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
梅
田
本
町
二
丁
目
二
一
番
地
一 

シ
ャ
ト
ー
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
２
０
２ 

 
 

福
室 

明
宏 

 
 

          



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
一
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
○
○
九
一
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
○
一
二
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
伊
古
字
平
六
三
四
番
一
、
六
三
四
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
上
柴
町
西
四
丁
目
二
五
番
地
二 

 
 

株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
倶
楽
部 

代
表
取
締
役 

新
井 

睦
博 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
六
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

 
 

 

   



 

第
秩-

一
号 

指

定 

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指
定
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
四
年
七
月

十
九
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
下
小
鹿
野
字
妻
鹿
谷
二
千
三
百
五

十
八
番
一 

指

定

道

路

の

位

置 

三
十
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
延
長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
幅
員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

 
 

 

   



 

第
秩-

二
号 

指

定 

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指
定
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
四
年
十
一

月
八
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
横
瀬
字
拾
壱
番
四
千
四
百
六
十

番
十
三
、
四
千
四
百
六
十
番
十
四 

指

定

道

路

の

位

置 

十
六
・
五
三
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
延
長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
幅
員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
八
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

 
 

 

   



 

第
秩-

三
号 

指

定 

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指
定
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
四
年
十
二

月
二
十
七
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
字
下
大
浜
四
百
五
十
八
番

三
、
四
百
六
十
二
番
四
、
四
百
五
十
八
番
十
七
、
四
百
六
十
一

番
一 

指

定

道

路

の

位

置 

八
十
四
・
二
五
メ
ー
ト
ル 

十
九
・
二
三
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
延
長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル 

四
・
三
〇
メ
ー
ト
ル 

指
定
道
路
の
幅
員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
九
号 

 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
）
第
五
十
六
条
の

三
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

 
 

 

   



 

第
秩-

四
号 

指
定
番
号 

埼
玉
県
建
築
基 

準
法
施
行
条
例 

第
五
十
六
条
の
三 

第
一
項
第
五
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
五
年
一
月

十
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
長
瀞
字
根
岸
千
五
百
六
十
八
番

一 指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
四
・
八
六
メ
ー
ト
ル 

指

定

に

係

わ

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
二
〇
メ
ー
ト
ル 

指

定

に

係

わ

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
二
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 

盛 

幸 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
四
〇
〇
三
七
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日 

 
 

越
建
セ
第
六
一
七
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
川
端
二
丁
目
二
百
番
一
、
二
百
一
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

東
京
都
練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十
六
番
十
一
号 

 
 

一
建
設
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

堀
口
忠
美 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
十
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 
 

盛 

幸 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
四
〇
〇
二
七
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

越
建
セ
第
六
一
五
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
才
羽
二
百
七
十
一
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
赤
山
町
一
丁
目
百
四
十
九
番
地
一
ネ
オ
エ
レ
ガ
ン
ス
越
谷
二
〇
七 

 
 

加
藤 

武
司 

 
 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
四
号 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日 

午
前
九
時
三
十
分 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
則
及
び
埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

る
規
則
に
つ
い
て 

 

ロ 

学
校
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ハ 

学
校
職
員
の
住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ニ 

埼
玉
県
生
涯
学
習
推
進
指
針
に
つ
い
て 

 

ホ 

そ
の
他 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
五
号 

 

平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号
（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
て
行
う
手
続
等
に
関

す
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 

        

 

  

 
 

 

埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用

志
願
手
続
及
び
選
考
試
験
等

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規

則
第
七
号
） 

   

名 
 

 
 

称 

第
四
条 

（
た
だ
し
、
埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
等
教
員
採

用
選
考
試
験
の
志
願
手
続
に
限
る
。
） 

  
条 

 
 

 
 

 
 

項 

  

 

埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用

志
願
手
続
及
び
選
考
試
験
等

に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規

則
第
七
号
） 

   

名 
 

 
 

称 

第
四
条 

（
た
だ
し
、
埼
玉
県
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考

試
験
の
志
願
区
分
の
う
ち
小
学
校
等
教
員
及
び

中
学
校
等
教
員
の
一
部
並
び
に
高
等
学
校
等
教

員
の
志
願
手
続
に
限
る
。
） 

  

条 
 

 
 

 
 

 

項 

表
中 

「 

」 

」 

に
改 

「 

を め
る
。 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
六
号 

 

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
八

十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
科
用
図
書
採
択
地
区
を
次
の
と
お
り
設
定
し
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
号
（
埼
玉
県
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
設
定
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
）
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 
 

 
 

第

十

七

採

択

地

区 

第

十

六

採

択

地

区 

第

十

五

採

択

地

区 

第

十

四

採

択

地

区 

第

十

三

採

択

地

区 

第

十

二

採

択

地

区 

第

十

一

採

択

地

区 

第

十

採

択

地

区 

第

九

採

択

地

区 

第

八

採

択

地

区 

第

七

採

択

地

区 

第

六

採

択

地

区 

第

五

採

択

地

区 

第

四

採

択

地

区 

第

三

採

択

地

区 

第

二

採

択

地

区 

第

一

採

択

地

区 

名 
 

称 

羽
生
市
、
加
須
市 

行
田
市 

深
谷
市
、
大
里
郡 

熊
谷
市 

本
庄
市
、
児
玉
郡 

秩
父
市
、
秩
父
郡 

東
松
山
市
、
比
企
郡 

飯
能
市
、
狭
山
市
、
入
間
市
、
日
高
市 

所
沢
市 

富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
入
間
郡 

川
越
市 

鴻
巣
市
、
上
尾
市
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
北
足
立
郡 

志
木
市
、
新
座
市 

朝
霞
市
、
和
光
市 

草
加
市
、
蕨
市
、
戸
田
市 

川
口
市 

さ
い
た
ま
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 
 

 

域 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
十
一
採
択
地
区 

第

二

十

採

択

地

区 

第

十

九

採

択

地

区 
第

十

八

採

択

地

区 

八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市 

越
谷
市 

久
喜
市
、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡
市
、
南
埼
玉
郡 

春
日
部
市
、
北

飾
郡 



告  示 

埼玉県公安委員会告示第53号 

 平成14年埼玉県公安委員会告示第321号（自動車及び原動機付自転車の運転免許に係る申請

書、変更届及び申込書の提出日時及び場所に関する公安委員会告示）の一部を次のように改正

し、平成25年４月１日から施行する。 

  平成25年３月15日 

                    埼玉県公安委員会委員長 靑 葉 昌 幸   

   「 

  

 

 

 別表中  を 

 

 

 

     」 

「 

 

 

 

  に改める。 

 

 

 

  」 

 

      

  

 火曜日から金曜日までの日の午前

11時15分から午前11時45分までの

間。ただし、国民の祝日に関する法

律に規定する休日及び12月29日から

翌年の１月３日までの日を除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 火曜日から金曜日までの日の午前

９時30分から午前10時までの間。た 

だし、国民の祝日に関する法律に規定

する休日及び12月29日から翌年の１月

３日までの日を除く。 

 

 

 

 

 

 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

 

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
水
産
動
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

會 

田 

勝 

美 
 

 
 

一 

指
示
内
容 

 
 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ 

 

と
連
接
一
体
を
な
す
水
面
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合 

 

及
び
埼
玉
県
が
疾
病
検
査
を
行
う
場
合
を
除
き
、
コ
イ
の
生
き
た
ま
ま
の
持
ち
出
し
及
び
コ
イ 

 

の
持
込
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

二 

指
示
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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